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自己紹介

田中 昭彦（Tanaka Akihiko）
1969年 福岡県生まれ
1992年 西日本鉄道㈱入社

主に自動車（バス）事業に従事
2007年 自動車事業本部 IT推進室 IC開発課長

交通系ICカード nimoca の開発・普及に従事
2019年 自動車事業本部 未来モビリティ部長（現職）

ネクスト・モビリティ株式会社代表取締役社長兼COO（現職）
交通システムを通じてバスや地域の課題解決に取り組んでMaaS

2021年 現在に至る
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技術の裏付けがない
サービスに革命はない
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バスをとりまく技術革新のあゆみ

4２０２１～１９３０ １９６０ ２００８1992 田中君入社

バーチャルへリアルから



技術革新とモビリティ

ライドシェア

MaaS

サブスクリプション
モデル

定期支払

Connected
・常時インターネットに接続
・ビッグデータ収集と活用

Autonomous
・自動運転車両技術
・AIによる経路検索、自動配車

Shared & Services
・「所有」から「共有」へ
・移動はスマートなサービスへ

Electric
・低炭素、クリーン化
・EV車両技術

自動運転バス

シェアサイクル

オンデマンドバス
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データ分析 チケット・ペイメント

私たちがやっていること

安心・快適で、
持続可能な
公共交通
ネットワークの
創出

移動にかかる生活
様式を変えてゆく。

[社会課題の解決]
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事例① 交通系ＩＣ・電子決済
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シームレスな利用
環境の実現



事例② Connected Bus
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4G/LTE

移動体
通信網

バス・ロケーション・サイネージスマート・バス停

WEB・APP

にしてつ
バスナビ

運行管理 ICカード
音声案内

運賃LCD



事例③ バスデータの“見える” 化
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地図×GPS情報で可視化 地図×GPS×ICトリップ情報で可視化

個別条件抽出での分析



事例④ モビリティ・サービス

2018年11月～
トヨタ様の福岡市での
実証実験に参画

2020年～エリア拡大
福岡・糸島・北九州、水俣、
宮崎・日南、横浜、富山
～九州から全国へ

人がもっと楽しく移動できると、まちはきっと魅力的になる
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＜地域連携＞

160,000
ダウンロード



事例⑤ 新技術（オンデマンド・自動運転・EV）
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2019年４月
運行開始

2020年11月
実証実験
中型自動運転バス

2020年12月
実証実験

EV大型バス



AI活用型オンデマンドバス「のる～と」

バスとタクシーの間の新領域・デマンド車としてその役割を実証中、
7月に1日4両で321人の有償輸送を達成！
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THE SMART CITY スマートシティ 都市における6つの問題
Mobility
移動

Infrastructure and
technology

移動基盤と技術
Efficient transport
効率的な交通

Multimodal mobility
多彩な移動手段

Society
社会

Creativity
創造性
Training
訓練

Inclusion
包容

Quality of life
豊かなくらし

Culture and 
wellbeing

文化と生きがい
Health
健康

Safety
安全

Environment
環境

Sustainable building
環境に優しい建物

Resource
management
資源管理

Sustainable
Urbanism

環境に優しい
都市構造

Government
行政

Open data
情報公開

Infrastructure
行政基盤

Administration
行政運営

Online service
電子窓口

Economy
経済

Enterprise and 
innovation culture
企業と革新文化

Productivity
生産性

Local and global 
connections

地元と世界の
関係

Internet of Things ”IoT”
モノのインターネット

Big Data
ビックデータ

Artificial Intelligence ”AI”
人工知能

MaaS
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世界のうごき



アジアで見た技術 ～ハノイのGrab

かなり”MaaS“っぽい
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アジアで見た技術 ～シンガポールのマルチ改札
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シンガポールの非接触ICカード
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Ez-link（Felica） EMV（CALYPSO）



個人的に注目している新技術分野

ABT （Account-Based Ticketing）

MaaS統合データ基盤
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Account Based Ticketing （ABT）
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（出典：阪神電気鉄道㈱ニュースリリースより転用）

紙乗車券 または
ICカード乗車券

モバイル端末での
電子乗車券

すべての乗車券が
クラウド処理される

シンクライアントで処理される乗車券の進化



MaaS 統合データ基盤
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広島県が採用!!

（出典：Maas Tech Japan ホームページより転用）



モビリティ技術がもたらすもの

インフラストラクチャー
［infrastructure］

道路・街並みが変わる
クルマ問題からの解放

都市経営（行政）が変わる
モビリティを組み込んだコミュニティ・ソリューション

［日本版］
スーパーシティの誕生へ

21（出典：国土交通省資料より）
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モビリティ技術が都市を変える、スーパーシティへ



デジタル化とDX

デジタイゼーション（Digitization）とは、単なるデジタル化のことであ
り、今までアナログでおこなってきた作業をデジタル技術をもちいておこなうことにより、業務効率
化やコスト削減を図るという意味を持ちます。

デジタライゼーション（Digitalization）も、直訳すると「デジタル
化」という意味です。しかし、デジタライゼーションは、単なるデジタル化にとどまらず、デジタル技
術をもちいて、企業の製品やサービスに付加価値を生み出すことや、使用中の機器や仕組み
を最新の技術をもちいて進化させることを意味します。

デジタルトランスフォーメーション（DX）とは、デジタライゼーションの効
果をビジネスの戦略に組み込んで自らを競争において優位にすることです。
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【お問い合わせ先】

西日本鉄道㈱ 自動車事業本部
未来モビリティ部

田中 昭彦

電話：092-734-14０3
メール：t-aki@nnr.co.jp
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